










2020 年 8 月現在、世界各地に COVID-19 の感染が広まっている。わが国も同様で、2020
年 2 月 27 日に安倍晋三首相による緊急記者会見が開かれ、全国の小学校・中学校・高等学
校に 3 月 2 日から春休みまで、一斉休校の要請が出された。 
その後、全国各地の学校、大学が次々と 4 月からの授業開始日を延期させる対応が取ら
れていった。筆者が所属する岡山理科大学(以降、本学)においても、2020 年度春 1 学期の
授業開始日が当初の予定よりも後ろ倒しとなり、4 月 20 日の授業開始となった。そして、
本学においても他大学同様、オンラインによる講義を実施する方向となり、本学のオンライ









確認を行う(2 節)。第 2 に、筆者が実践したオンライン授業について、データを基にしなが
ら実践の様相を記述し、いかにして学生との意見交流を通した授業づくり、改善を行ったか
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なお、春 1 学期は授業開始が遅れたため、第 15 回授業は実施することができなかった点
を付言しておきたい。 
表 2 教育学原論授業計画(筆者担当分) 
３．オンライン授業実践の実際―実践方法・省察― 
３－１ 授業実践の方法 (1) VOD 形式 
 学内の教室において対面授業を実施する想定をして、前節で示したシラバス等を作成・公
開していた。だが、急遽オンライン授業化する必要が生じた。そこで、当科目では VOD(ビ
デオオンデマンド)形式を主体とした授業方法を採用した。その理由は 3 点ある。 
第 1 に、視聴時間帯を自由に選択できる点である。1 年次生はまだ大学の授業やオンライ
ン化に対応するには時間を要するため、ライブ配信の場合、授業時間中に課題作成、ノート
作成などに困難が生じる可能性がある。 
第 2 に、第 1 の理由とも重なるが、繰り返しの視聴を可能にすることで学生の授業理解
































図 1 Mylog における「教育学原論」コース管理画面の一例 





当科目では 40 分程度から最長で 70 分程度のものまであり、各回の構成によって視聴時間
を変更している。 
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図 3 授業映像の一部 
３－２ 授業実践の方法(2) 配付資料の使用 










本稿では、4 点のデータを基に省察を行う。第 1 に、毎回の授業で配付・回収する「コメ
ントカード」である。コメントカードの機能は、1 つ目は講義終了時に受講者に、講義を通
して考えたことについて論じるものである。なお、学生に過度の負担を与えないために、「最















を通じて 2 日以内に提出することとした。 
図 4 教育学原論コメントカード 4 





要であり、「重要」アンケートとして Mylog 上でタグ付けしている。 
表 3 アンケート調査実施概要 5 
３－４ 学生のオンライン授業開始時の受講環境 






































では、初回授業後の学生はどのような反応を示したのだろうか。データを表 5 に示す。 
































全 14 回終了後に実施したアンケート調査の結果を下記に挙示しておきたい。 






























  他の人の意見を見ることができてとてもおもしろかった。自分の意見、考えと似てい 
る人もいれば全く思いつかなかったものもあり、興味深いなと思ったのと同時にこん
なにも多様な考え方ができる人間って面白い生き物だなとも改めて思った。 




















































































第 2 に、第 1 とも重なるが、課題の共有が容易になる点である。本稿で取り上げたマイ













1) 緊 急 事 態 宣 言 の 発 出 に 対 す る 本 学 の 対 応 ～ オ ン ラ イ ン 授 業 実 施 に 向 け て ～
https://www.ous.ac.jp/topics/detail.php?id=1966&page=11(確認日:2020 年 8 月 22 日)。なお、本学では 2020 年度時
点ではクォ―ター制を導入している。 
2) 例えば、下記の論稿が挙げられる。
山本敏幸, 岩﨑千晶,柴田一：関西大学のオンラインを活用した授業の取組みと課題 (特集 対面授業からオンライン
授業切り替えの取組み),大学教育と情報,2020 年度(1), 2-10.
二瓶裕之,門貴司,西牧可織：北海道医療大学のライブ配信による遠隔授業の取組みと課題 (特集 対面授業からオンラ
イン授業切り替えの取組み), 大学教育と情報 2020 年度(1), 11-16.
森田裕介・向後千春：早稲田大学のオンライン授業の取組みと課題 (特集 対面授業からオンライン授業切り替えの取
組み) ,大学教育と情報 2020 年度(1), 17-22. 
また、オンライン授業の定義については、下記のような論稿がある。 
古川雅子: Interview オンライン授業の歴史と現状ー新たな学びのかたちを拓くーIT を活用した新型コロナウイルス








日:2020 年 8 月 22 日). 
3) 教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会『教職課程コアカリキュラム』(2017 年)より。











は、当科目が 1 年次生向けの科目でもあるため、4 年間の学びの基礎となるように意識して実施していることを付言
しておきたい。 
謝辞：アンケート調査、授業改善にご協力いただいた 2020 年春 1 学期「教育学原論」受講者の皆様、Mylog の使用方
法を解説していただいた教育開発センターの皆様に御礼申し上げます。 
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